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【Ⅲ－１ 患者にとって安心・安全に医療を受けられるための体制の評価や医薬品の安定

供給の確保等－⑭】 

⑭ 歯科口腔疾患の重症化予防の推進 
 

第１ 基本的な考え方 
 

歯科口腔疾患の重症化予防の観点から、歯周病の安定期治療等及びフ
ッ化物洗口指導等について、診療実態を踏まえた見直しを行う。 

 
第２ 具体的な内容 
 

１．全身の健康にもつながる歯周病の安定期治療及び重症化予防治療を
更に推進する観点から、歯周病安定期治療（Ⅰ）及び（Ⅱ）について、
歯科診療の実態を踏まえ、整理・統合し、評価を見直す。 

 

改 定 案 現   行 

【歯周病安定期治療】 

［算定要件］ 

注１ 一連の歯周病治療終了後、一時

的に病状が安定した状態にある

患者に対し、歯周組織の状態を維

持するためのプラークコントロ

ール、スケーリング、スケーリン

グ・ルートプレーニング、咬合調

整、機械的歯面清掃等の継続的な

治療（以下この表において「歯周

病安定期治療」という。）を開始

した場合は、それぞれの区分に従

い月１回に限り算定する。 

２ ２回目以降の歯周病安定期治療

の算定は、前回実施月の翌月の初

日から起算して２月を経過した

日以降に行う。ただし、一連の歯

周病治療において歯周外科手術

を実施した場合等の歯周病安定

期治療の治療間隔の短縮が必要

とされる場合又はかかりつけ歯

科医機能強化型歯科診療所にお

いて歯周病安定期治療を開始し

た場合は、この限りでない。 

３ かかりつけ歯科医機能強化型

【歯周病安定期治療（Ⅰ）】 

［算定要件］ 

注１ 一連の歯周病治療終了後、一時

的に病状が安定した状態にある

患者に対し、歯周組織の状態を維

持するためのプラークコントロ

ール、スケーリング、スケーリン

グ・ルートプレーニング、咬合調

整、機械的歯面清掃等の継続的な

治療（以下この表において「歯周

病安定期治療（Ⅰ）」という。）を開

始した場合は、それぞれの区分に

従い月１回に限り算定する。 

２ ２回目以降の歯周病安定期治

療（Ⅰ）の算定は、前回実施月の翌月

の初日から起算して２月を経過

した日以降に行う。ただし、一連

の歯周病治療において歯周外科

手術を実施した場合等の歯周病

安定期治療（Ⅰ）の治療間隔の短縮

が必要とされる場合は、この限り

でない。 

 

 

（新設） 
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歯科診療所において歯周病安定

期治療を開始した場合は、かかり

つけ歯科医機能強化型歯科診療

所加算として、120点を所定点数

に加算する。 

４ 歯周病安定期治療を開始した

後、病状の変化により歯周外科手

術を実施した場合は、歯周精密検

査により再び病状が安定し継続

的な治療が必要であると判断さ

れるまでの間は、歯周病安定期治

療は算定できない。 

５ 歯周病安定期治療を開始した

日以降に歯周外科手術を実施し

た場合は、所定点数の100分の50

に相当する点数により算定する。 

 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

３ 歯周病安定期治療（Ⅰ）を開始し

た後、病状の変化により歯周外科

手術を実施した場合は、歯周精密

検査により再び病状が安定し継

続的な治療が必要であると判断

されるまでの間は、歯周病安定期

治療（Ⅰ）は算定できない。 

４ 歯周病安定期治療（Ⅰ）を開始し

た日以降に歯周外科手術を実施

した場合は、所定点数の100分の

50に相当する点数により算定す

る。 

 

【歯周病安定期治療（ Ⅱ）】 

 
２．フッ化物洗口指導及びフッ化物歯面塗布処置について、現在の罹患

状況等を踏まえ、対象患者の範囲を見直す。 
 

改 定 案 現   行 

【フッ化物洗口指導加算（歯科疾患管

理料）】 

［算定要件］ 

注８ 16歳未満のう蝕に罹患してい

る患者であって、う蝕多発傾向に

あり、う蝕に対する歯冠修復終了

後もう蝕活動性が高く、継続的な

指導管理が必要なもの（以下「う

蝕多発傾向者」という。）のうち、

４歳以上のう蝕多発傾向者又は

その家族等に対して、当該患者の

療養を主として担う歯科医師（以

下「主治の歯科医師」という。）

又はその指示を受けた歯科衛生

士が、フッ化物洗口に係る薬液の

取扱い及び洗口法に関する指導

を行った場合は、歯科疾患管理の

実施期間中に患者１人につき１

【フッ化物洗口指導加算（歯科疾患管

理料）】 

［算定要件］ 

注８ 13歳未満のう蝕に罹患してい

る患者であって、う蝕多発傾向に

あり、う蝕に対する歯冠修復終了

後もう蝕活動性が高く、継続的な

指導管理が必要なもの（以下「う

蝕多発傾向者」という。）のうち、

４歳以上のう蝕多発傾向者又は

その家族等に対して、当該患者の

療養を主として担う歯科医師（以

下「主治の歯科医師」という。）

又はその指示を受けた歯科衛生

士が、フッ化物洗口に係る薬液の

取扱い及び洗口法に関する指導

を行った場合は、歯科疾患管理の

実施期間中に患者１人につき１
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回に限り、フッ化物洗口指導加算

として、40点を所定点数に加算す

る。ただし、区分番号Ｃ００１に

掲げる訪問歯科衛生指導料を算

定している患者については、当該

加算は算定できない。 

 

【フッ化物歯面塗布処置（１口腔につ

き）】 

２ 初期の根面う蝕に罹患している

患者の場合                110点 

 

［算定要件］ 

注２ ２については、区分番号Ｃ００

０に掲げる歯科訪問診療料を算

定し、初期の根面う蝕に罹患して

いる在宅等で療養を行う患者又

は区分番号Ｂ０００－４に掲げ

る歯科疾患管理料（注10に規定す

るエナメル質初期う蝕管理加算

を算定した場合を除く。）を算定

し、初期の根面う蝕に罹患してい

る65歳以上の患者に対して、主治

の歯科医師又はその指示を受け

た歯科衛生士が、フッ化物歯面塗

布処置を行った場合に、月１回に

限り算定する。ただし、２回目以

降のフッ化物歯面塗布処置の算

定は、前回実施月の翌月の初日か

ら起算して２月を経過した日以

降に行った場合に限り、月１回に

限り算定する。 

回に限り、フッ化物洗口指導加算

として、40点を所定点数に加算す

る。ただし、区分番号Ｃ００１に

掲げる訪問歯科衛生指導料を算

定している患者については、当該

加算は算定できない。 

 

【フッ化物歯面塗布処置（１口腔につ

き）】 

２ 在宅等療養患者の場合    110点 

 

 

［算定要件］ 

注２ ２については、区分番号Ｃ００

０に掲げる歯科訪問診療料を算

定し、初期の根面う蝕に罹患して

いる在宅等で療養を行う患者に

対して、主治の歯科医師又はその

指示を受けた歯科衛生士が、フッ

化物歯面塗布処置を行った場合

に、月１回に限り算定する。ただ

し、２回目以降のフッ化物歯面塗

布処置の算定は、前回実施月の翌

月の初日から起算して２月を経

過した日以降に行った場合に限

り、月１回に限り算定する。 

 

 

 

 

 




